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地
場
野
菜
の
取
組
み

野
菜
の
取
組
み
で
当
初
一
番
の
問
題

だ
っ
た
の
は
、需
給
調
整
だ
っ
た
。欠
品
も

多
い
一
方
で
、
沢
山
で
き
た
と
き
に
は
注

文
以
上
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

ま
た
、
１
９
８
７
年
頃
か
ら
は
、
形
も
サ

イ
ズ
も
バ
ラ
バ
ラ
な
大
量
の
旬
の
野
菜
を

加
工
す
る
こ
と
で
生
産
者
や
共
同
購
入
を

支
え
よ
う
と
、
加
工
事
業
を
始
め
る
ワ
ー

カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
も
現
れ
た
。

輸
入
自
由
化
の
時
代

１
９
９
５
年
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
が
設
立
す
る
と
、
食
の
安
全
性
は
お

き
ざ
り
の
ま
ま
、
農
産
物
の
輸
入
拡
大
は

す
す
み
、
１
９
６
５
年
に
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
73
％
も
あ
っ
た
食
料
自
給
率
は

２
０
１
８
年
に
は
、
37
％
に
ま
で
下
が
っ

て
い
っ
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
で
の
野
菜
の
取
組
み
は

徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
が
、
地
場
野
菜
だ

け
で
は
種
類
も
限
定
さ
れ
、
欠
品
も
多
く

「
当
て
に
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
る
状
況

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、

２
０
０
０
年
に
全
農
（
全
国
農
業
協
同
組

合
）
と
の
共
同
事
業
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
産
地
を
全
国
規
模
で
提
携
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。
２
０
１
９
年
現
在
、
交

流
関
係
が
深
く
生
活
ク
ラ
ブ
の
独
自
規
格

に
従
っ
て
出
荷
し
て
い
る
「
提
携
生
産

者
」
は
全
国
で
68
グ
ル
ー
プ
。
一
定
の
基

準
を
ク
リ
ア
し
栽
培
方
法
な
ど
を
情
報
公

開
し
て
い
る
「
指
定
産
地
」
が
約
２
０
０

に
な
る
。

農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
む
け
て

全
農
と
の
提
携
の
一
方
で
、
援
農
や
就

農
支
援
、
地
場
生
産
者
と
の
連
携
に
よ
る

デ
ポ
ー
へ
の
出
荷
な
ど
都
市
農
業
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
す
す
め
ら
れ
た
。
２
０
０
９

年
の
農
地
法
改
正
で
、
企
業
（
法
人
）
に

よ
る
農
地
の
所
有
に
対
す
る
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
生
活
ク
ラ
ブ
で

は
、
あ
き
る
野
に
直
営
農
場
を
ス
タ
ー

ト
。
農
業
体
験
や
、
無
農
薬
栽
培
、
固
定

種
の
栽
培
を
行
な
い
「
農
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
践
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

種
を
自
家
採
取
し
て
も
次
世
代
で
同
じ

性
質
の
も
の
は
育
た
な
い
Ｆ
１
種
に
対
し

て
固
定
種
は
そ
れ
が
可
能
。
た
だ
し
、
栽

培
や
食
べ
方
に
工
夫
も
必
要
。
地
域
の
伝

統
に
根
差
し
た
固
定
種
は
、
食
べ
る
文
化

も
伴
っ
て
い
る
の
で
、
価
値
観
の
共
有
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
生
活
ク
ラ
ブ
農

園
で
は
「
寺
島
ナ
ス
」
や
「
内
藤
か
ぼ

ち
ゃ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
固
定
種
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
地
場
生
産
者
か
ら

は
、
「
新
黒
水
菜
小
松
菜
」
や
「
黒
田
五

寸
人
参
」
な
ど
が
デ
ポ
ー
へ
出
荷
さ
れ
て

い
る
。


